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落日   湊 かなえ／[著] 

ライオンのおやつ  小川 糸／著 

熱源   川越 宗一／著 

背中の蜘蛛  誉田 哲也／著 

祝祭と予感  恩田 陸／著 

清明   今野 敏／著 

罪の轍   奥田 英朗／著 

黒武御神火御殿  宮部 みゆき／著 

      ブレイディみかこ／著 

希望の糸   東野 圭吾／著 

 ＼令和 2年 3月 1 日現在，予約回数の多かった本をご案内しています／ 
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大名倒産 上  浅田 次郎／著 

蜜蜂と遠雷  恩田 陸／著 

大名倒産 下  浅田 次郎／著 

ツナグ   辻村 深月／著 

I の悲劇   米澤 穂信／著 

死にゆく者の祈り  中山 七里／著 

さよならの儀式  宮部 みゆき／著 

暗約領域   大沢 在昌／著 

罪と祈り   貫井 徳郎／著 

セバット・ソング  谷村 志穂／著 

ぼくはイエローでホワイト  

で、ちょっとブルー 

カウンター 

階段 

入口 

函館学 
コーナー 

AV 
コーナー 

おはなし 
のへや 特別展示   ～5/26（火） 

『春から、いよいよ。』 
入園・入学など新生活が始

まる春。入園グッズの作り

方、お弁当やメイクの仕方

など新生活に参考になる本

をご用意しました。 

YA ミニ展示  ～5/26（火） 

『勉強しよう！』 
進学・進級の季節。勉強法

や論文の書き方など役に立

つ本をご紹介。 

開架展示   ～4/23（木） 

『ハコダテ発！ 
古今東西建築の旅』 

旧函館区公会堂竣工 110 周

年にちなみ、奇想の建物や

建築家の名言集など、建築

に関する本を集めました。 

ミニ展示   ～4/23（木） 

『「函館」から生まれた文学』 

函館出身の作家や、函館に

関係のある文学作品を揃え

ています。 

館内展示のごあんない 

楽しみにされていた方には大変申し訳ありません。 



 

 コーヒーショップで働くサムは、知的障害のため７歳の知能を持つ。そんな彼の宝物は愛

娘のルーシー。優しい仲間に囲まれ幸せに暮らす二人だったが、娘のルーシーは父親サムの

知的年齢を追い越し、学ぶことを拒否し始める。愛情に満ちていた二人の関係はどうなっち

ゃうの？ 

最初のページから、二人の純真さ・無邪気さ・周囲の人々の優しさに夢中になります。『み

んな違ってみんないい。人と関わることの素晴らしさ』この本からは、そんなことが伝わっ

てきます。出会いを楽しみたい春。温かいほっこりした気持ちになるのはいかがですか？ 

タイトル：「アイ・アム・サム」 

タイトル：「北海道で育てる 
宿根草」 

 
 

著者：北村 真弓、高林 初 監修：工藤 敏博 出版社：北海道新聞社 （2016年 3月） 
 

暖冬だったとはいえ、春が来るのは嬉しいものですね。ホームセンターなどで、かわいらし

い苗を見つけると、試しに植えてみたい気分になります。そんな小さなきっかけから、ガーデ

ニングが好きになる方も多いのではないでしょうか？ここで、ちょっとした問題が…。梅も桜

もいっぺんに咲いてしまう北海道の気候！本州をベースにした園芸本を頼ると、どうもしっく

りこないのです。春とはいえ、まだまだ寒い北国の種まきのコツ、雪害を考慮した剪定、土の凍

結から逆算した球根の植付など、園芸指南書は「北海道」と銘打ったものがオススメです。 

脚本：クリスティン・ジョンソン、ジェシー・ネルソン 編訳：細田利江子 出版社：竹書房 （2002年 6月） 

タイトル：「白銀
しろがね

の墟
おか

玄
くろ

の月 

 十二国記」  

待ち続けた甲斐がありました。12年ぶりとなるシリーズ続編で、しかも大長編。気になっ

ていた王と麒麟と将軍の行方にようやく手が届きました。本作は中国古来の伝説や地理書「山

海経」を敷いた物語ですが、ちょっと中に入って暮らせそうなくらい世界が確固としている

のです。妄想ですが、一か月ほど中に滞在して読んでみました。すると臨場感が物凄くて、登

場人物の運命が過酷を極め、彼らの無事を祈りながら惑溺（私が）していったと言う次第で

した。読み手の数だけ読み方はあるとしても、ハンパな読み方はもったいない。 

そういう作品です。 

著者：小野 不由美   出版社：新潮社 （2019年 10月） 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

予
想
を
超
え
た
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
蔓
延
か
ら
、
図
書
館
は
三
月
三
日

か
ら
十
九
日
ま
で
十
七
日
間
臨
時
休
館
と
な
り
、
多
く
の
利
用
者
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
函
館
で
も
感
染
者
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
し
、

そ
の
後
各
地
で
ク
ラ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
感
染
者
の
集
団
が
い
く
つ
も
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
休
館
す
る
こ
と
で
感
染
源
に
な
る
心
配
は
な
く
な
り
内
心
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。 

 

休
館
中
も
職
員
は
出
勤
し
、
再
開
に
備
え
た
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。
来
館

さ
れ
た
皆
さ
ん
が
手
を
触
れ
る
と
こ
ろ
は
除
菌
し
ま
し
た
。
清
潔
に
す
る
こ
と

で
少
し
で
も
ウ
ィ
ル
ス
が
発
生
し
づ
ら
く
し
よ
う
と
書
架
か
ら
本
を
下
ろ
し

て
奥
ま
で
掃
除
し
棚
は
拭
き
ま
し
た
。
利
用
者
が
あ
ま
り
近
寄
ら
ず
読
書
し
て

い
た
だ
く
た
め
椅
子
の
数
も
減
ら
し
ま
し
た
。 

 

二
十
日
の
再
開
は
不
安
で
し
た
が
多
く
の
市
民
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
札
幌
や
旭
川
な
ど
の
主
要
都
市
で
は
休
館
期
間
が
延
長
さ
れ
た
た
め
か
、

テ
レ
ビ
局
五
社
、
新
聞
四
紙
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
も
取
材
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
一

部
の
局
は
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
も
函
館
の
図
書
館
再
開
を
流
し
て
く
れ
た
の
で
、

そ
れ
を
見
た
本
州
の
図
書
館
な
ど
か
ら
も
メ
ー
ル
で
連
絡
が
来
ま
し
た
。 

 

再
開
は
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
広
が
り
は
増
す
ば
か
り
で
す
。

二
十
日
は
予
想
を
超
え
る
多
く
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
利
用
者
が

滞
留
す
る
場
所
を
で
き
る
だ
け
作
ら
な
い
よ
う
色
々
工
夫
し
ま
し
た
。
人
の
動

き
を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
当
日
見
事
に
誘
導
、
対
応
を
し
た
職
員
た
ち

に
は
私
は
終
礼
で
感
謝
し
ま
し
た
。 

 

終
息
は
ま
だ
ま
だ
先
の
よ
う
で
す
か
ら
、
図
書
館
に
来
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
協

力
が
な
け
れ
ば
開
館
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方

は
来
館
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
館
内
で
は
人
の
多
い
と
こ
ろ
は
避
け
、
本
を
選

ん
だ
ら
あ
ま
り
長
く
滞
在
せ
ず
お
帰
り
く
だ
さ
い
。
入
り
口
の
消
毒
液
は
十
分

用
意
し
た
の
で
遠
慮
な
く
お
使
い
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
図
書
館
に
設
置
し
た
本

の
除
菌
機
も
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
入
り
口
の
除
菌
機
は
四
月
か
ら
よ
り
大

型
の
機
械
に
買
い
換
え
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
ご
不
便
を
お
か
け
し
な
が
ら
の
開

館
で
す
が
、
今
年
度
も
図
書
館
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

石井潭香之書 1・2 [be001003-0001・0002] 

 

幕末の書家、石井潭香の書。幕臣の子として生まれた潭香は 

父と共に蝦夷地へ渡り、その後松前藩士となりました。 

維新後は大蔵省に勤務。明治 2年発行の洋式新貨幣の文字は

石井潭香の文字を手本としたものです。 

（参考：函館・道南大事典、日本通貨図鑑） 

館
長
随
想
（
四
十
八
） 



             

 

 

最近何かとテレビや新聞で見かけることが多くなった、 

ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ/Sustainable Development Goals）という言葉。 

皆さん、ご存知ですか？ これは「持続可能な開発目標」という意味です。

2015年に国連で採択され、2030年までの 15年間で達成するために掲げた、 

17の目標と 169のターゲットからなる目標のこと。ここでは 17の目標をご紹介。 

 

 

大事なのは「知る」ことから。そのための一歩になる本をご紹介します。 

※著者名の後ろの数字は、請求記号です。 

 

                                                                                                                                 

『大量廃棄社会』 

仲村和代・藤田さつき/著 

519.7 ナカ 

光文社 2019年 4月出版 

今話題の ＳＤＧｓって？ 

『図解早分かり!今こそ知りたい

「賞味期限」の新常識』 

井出留美/著 498.54 スカ 

宝島社 2019年 9月出版 

『脱プラスチックへの挑戦』 

壁達京子/著 519 タツ 

山と渓谷社 2020年 2月出版 

『プラスチックの現実

と未来へのアイデア』 

高田秀重/著 519フラ 

東京書籍 2019年 8月出版 

『高校生ワーキングプア』 

NHKスペシャル取材班/著 

367.68 コウ 

新潮社 2018年 2月出版 

『ブラックボックス』 

伊藤詩織/著 916 イト 

新潮社 2017年 10月出版 

『ルポ貧困女子』 

飯島裕子/著 S367.21 イイ 

岩波書店 2016年 9月出版 

『クジラのおなかからプラスチック』 

保坂直紀/著 519ホサ 

旬報社 2018年 12月出版 

1.貧困をなくそう               10.人や国の不平等をなくそう 

2.飢餓をゼロに                11.住み続けられるまちづくりを 

3.すべての人に健康と福祉を          12.つくる責任つかう責任 

4.質の高い教育をみんなに           13.気候変動に具体的な対策を 

5.ジェンダー平等を実現しよう         14.海の豊かさを守ろう 

6.安全な水とトイレを世界中に         15.陸の豊かさも守ろう 

7.エネルギーをみんなにそしてクリーンに    16.平和と公正をすべてのひとに 

8.働きがいも経済成長も            17.パートナーシップで目標を達成しよう 

9.産業と技術革新の基盤をつくろう 

https://2.bp.blogspot.com/--b31kg4vCF0/WsiR8_wwOXI/AAAAAAABLJk/NGKgFdPJpHgsnjb2fYo7f-uqTUEBmZdJQCLcBGAs/s800/ondanka_animal_kuma_penguin.png
https://4.bp.blogspot.com/-ZqmDNr5axa0/VvKY8Lr47TI/AAAAAAAA5EU/rUPgiBbxZdIZCfhXWlbtDSD_WGVDKgw6w/s800/food_syokuhin_haikibutsu.png

